
　大学と地域が連携し、様々な地域課題の解決に向けた実践的な取り
組みを進めたり、地域資源を活用した新たな産業や社会の枠組みを創
出するなどし、地場産業や観光産業等の活性化を図るとともに、地域
づくりを担う人材の育成にも努めます。

①域学連携地域づくり推進計画の策定
②域学連携地域づくり実行委員会の開催　１回
③ワーキングホリデー、中・長期インターン学生の受入　４０人
④島おこし実践塾の開催　１回　３０名
⑤対馬に関する学術研究の奨励（補助金の創設）　４件程度
⑥活動・滞在拠点の検索と整備計画の検討　１箇所

①～⑤の指標については平成２６年度達成予定目標
⑥　３箇所

平成２６年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

活動・滞在拠点検
索と整備計画検討

課　名 新 政 策 推 進 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 Ｕ・Ｉターン等　定住化対策の促進

５月 ６月

項 目 域学連携による地域づくりを推進します

内 容

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

達 成 時 期 平成３０年３月

計画策定
実行委員会開催

学術研究奨励

ワーキングホリデー
中・長期インターン

島おこし実践塾

２月７月 ８月 ９月 10月 11月

全体
個別

№１
001-01

【達成年度】

３月12月 １月取り組み ４月

計画策定 実行委員会

補助金の交付決定 調査・研究期間 成果報告

インターン等受け入れ募集

活動拠点の検討 整備計画の検討 地域等との調整
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　市役所内での情報共有及び市民への情報発信についてマニュアルを
作成し、職員への説明会を行い周知徹底することで、より見える市政
を目指します。

①情報共有・発信に関するマニュアルの作成
②マニュアルの職員への説明会の実施　　６回
③情報連携システム整備に関する検討及び整備

・同　　上
ただし、システム整備の一部は平成２７年度にも実施する。

【達成年度】

全体 №２
個別 001-02

３月

項 目 情報連携システムを構築します

内 容

マニュアル作成

11月 12月 １月 ２月

マニュアル説明
会

８月 10月取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

達 成 時 期 平成２７年３月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

情報連携システ
ム整備検討

情報システム整
備

９月

課　名 新 政 策 推 進 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 快適な暮らしを支える生活基盤の整った人とまち

施 策 地域情報通信ネットワークの構築

平成２６年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標

マニュアルの検討 策定

-8-



　島内の様々な業種で組織する「異業種連携推進協議会（仮称）」
を立ち上げ、異業種が連携した産業の振興策を検討します。

「異業種連携推進協議会（仮称）」の立ち上げ

・同　　上

全体 №３
個別 001-03

３月

準備会の立ち上
げ

11月 12月 １月 ２月

準備会・構成団
体による協議

協議会の設置・
開催

９月 10月取り組み ４月 ５月 ６月 ７月 ８月

項 目 異業種が連携した産業振興策を検討します

内 容

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達成年度】

達 成 時 期 平成２６年１２月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

課　名 新 政 策 推 進 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 創造的な産業と次世代の担い手を育む人とまち

施 策 地場産業の振興と観光との連携

平成２６年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標
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　「自立するふるさとのしま　対馬」をキャッチフレーズに、「海」
「森林」「国際ビジネス」「生ゴミ」「地域コミュニティ」の５つ循
環を提唱し、地域資源を活用した産業振興と循環型社会の実現に向け
て調査や検討を進めます。
　今年度は、各循環に組織されたすべての部会（９部会）において、
平成２９年度までの３箇年計画を作成し、明確な方向性を定めること

・推進本部会議の開催　　２回　
・プロジェクト部会（９部会）の開催　　随時　
・各部会３箇年計画作成　　９部会

・同　　上

全体 №４
個別 001-04

【達成年度】

３月12月 １月取り組み ４月

推進本部会議

各部会の開催

３箇年計画作成

２月７月 ８月 ９月 10月 11月５月 ６月

項 目 ５つの循環の構築に向け短期計画を明確にします

内 容

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

達 成 時 期 平成２６年１１月

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

課　名 新 政 策 推 進 課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 豊かな自然との調和を図り、地球環境にやさしい人とまち

施 策 資源循環型社会の構築

平成２６年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標
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住民の利便性が向上するよう新病院までの交通体制を構築します

・同　　上

２月 ３月10月 11月 12月 １月８月 ９月

全体 №５
個別 001-05

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

ダイヤ構築

対馬地域病院（仮
称）への交通アク
セス検討

対馬地域病院（仮
称）アクセス検討
委員会

議会及び区長会
等へのアクセス
（案）の報告

対馬市地域公共
交通活性化協議
会等での検討

項 目 対馬地域病院（仮称）への交通アクセスの構築します

内 容
　平成27年春に開設予定である対馬地域病院（仮称）に伴い、新病院
へのアクセスを検討し、住民のより良い利便性を確保するための交通
ダイヤを構築します。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達成年度】

達 成 時 期 平成２７年３月

課　名 未来創造・交通政策課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 快適な暮らしを支える生活基盤のの整った人とまち

施 策 身近な道路交通ネットワークの整備促進

平成２６年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標
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マスタープランの策定

・同　　上

２月 ３月10月 11月 12月 １月８月 ９月

全体 №６
個別 001-06

ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル

取り組み ４月 ５月 ６月 ７月

環境実践モデル
都市地域連携会
議

総務省分散型エネ
ルギーインフラプ
ロジェクト事業提
案

総務省採択

事業実施

対馬環境エネル
ギーコンソーシ
アム会議

項 目 エネルギーに関するマスタープランの策定を進めます

内 容

　東日本大震災を機に、エネルギー政策の見直しが始まっており、代
替エネルギーとして再生可能エネルギーが大きな注目を集めている
が、天候などの自然に左右される不安定なエネルギーであり、系統の
安定性に影響を与えやすいなどの技術的課題があり、対馬においては
すでに導入に一定の制約が生じている。このような状況にある中、電
気事業法の改正による完全自由化の議論も進んでいるため、対馬にお
いて再生可能エネルギーを活用した持続可能な資源循環型社会の構築
を通じて、化石燃料に過度に依存しない、安心・快適で豊かな「次世
代型・エネルギー自立の島」を実現するため、対馬におけるエネル
ギー供給体制の在り方についてマスタープランの策定を行う。

指 標
（数値目標）

【 今 年 度 】

【達成年度】

達 成 時 期 平成２７年３月

課　名 未来創造・交通政策課

№
総 合 計 画

の 区 分

施策の大綱 対象外

施 策 対象外

平成２６年度［しまづくり戦略本部］ 組織目標
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